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審 査 結 果 の 要 旨 

  本研究は、感染性角膜炎の症例において、細隙灯顕微鏡検査で取得した画像を用いて、

アカントアメーバ、細菌、真菌、herpes simplex virus (HSV)の診断を行う深層学習アル

ゴリズムを開発したものである。本研究では新規に、深層学習アルゴリズムに、顔認識に

使用されるRing loss法を採用したことに加え、同一患者の複数画像を統合するgradient 

boosting decision tree(GBDT)による学習アルゴリズムを組み込んだ。その結果、本アル

ゴリズムは、アカントアメーバ97.9％、細菌90.7％、真菌95.0％、HSV92.3％と、35人の眼

科専門医の診断精度（平均約40%）を大きく上回っていた。本論文の内容は角膜疾患画像か

ら感染性角膜炎の病原体を高精度に診断できる深層学習アルゴリズム開発が可能であるこ

とを示したものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

  

 


